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1 ．は じ め に

　
一

般 的なタイ ル 張 り仕 1．：げが施 され た コ ン ク リ

ー
ト壁体 へ の 水分浸透 の様相を把握す る た め に 吸

水実験 （写真一1）を行 っ た
1〕
。

　前報
2）
で は、吸水開始前に行 っ た乾燥時 の 加熱

（／05℃ で 40 間乾燥） が試験体に与え る影響を

検討す るため に、乾燥 実験 を行 っ た。吸水実験の

試験体 （200 × 25 × 100mm ）を切 り 山 し た タ イル

張 りコ ン ク リ
ー

ト試験体 （300 × 200 ・× ・100mm ）

と同時に作製 した 同形の試験体 を 105℃ で 乾燥 さ

せ 、重量変化 の 測定 とタイル の 浮 きの 発生 状況 を

調 査 し た。そ の 結果 を図一1お よび図一2に 示す 。乾

燥 時間 の 経過 とともに端部の タイ ル か ら順次浮 き

が生 じる傾向 が見 られ 、浮 きは乾燥 1 日後 か ら確

認 され （重量変化 は
一220g）、 乾燥 6 日後 にはす

べ て の タイ ル に浮 きが確認 され た （重量変化 は
一

402g）。 乾燥 8 日後に はタイ ル の 接着強度 は 手で

剥 がれ るほ どま で低下 し、剥 離は張 り付けモ ル タ

ル と コ ン ク リ
ー

トとの 界面 で 起こ っ た （重量変化

は
一415g 、写 真一2）。

写真一1　 吸水実験

図
一1　重量変化
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一2　タイル の 浮きの 発生状 況
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　こ の こ とか ら、壁体 の 温 度が 105℃まで 上昇す

る と、タイ ル に浮 き が 生 じる可能性が 高い と考 え

られ る。通常の 気象条件、壁構造に お い て は 、壁

体 の 温度が 105℃ ま で 上 昇する こ とは考 えに くい

が 、条件次 第で は壁体 の 表面 温度 はかな り高温 に

な る 。 図
一3に示 す よ うに 、 外断熱 工 法 （  の 場 合）

で は壁 体の 表 面温 度は 75℃ ま で 上 昇す る可能性

がある。そ こ で 、壁体表面 が実際に到達す る可 能

性の ある温度 （60℃ 、75℃ 、90℃ ）で 乾燥加熱 し

た場合で もタイ ル の浮 きが発生す る か ど うか を確

認 する 実験 を行 っ た の で 、そ の 結果に つ い て 報告

す る。
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  断熱され て い ない タイル 張 りコ ン ク リ
ー

ト外壁

  内 断 熱 され た タ イル 張 りコ ン ク リート外 壁

  外断熱され た タイル 張 りコ ン ク リ
ー

ト外壁

【条件】
・外 気 温 に は 2007年 8月 17日 の 大 阪の 気象データ

（最 高気温 ：36．2°C ） を使 用
・壁 面 は西 向 き、日 射 量 は計算値
・壁表面 の 日射吸 収率 は、濃 い 灰 色 の タ イ ル の使 用

に よ り 0．9
・外気側総 合 熱伝 達率 には 通 常 使用 され る 値よ りも

小さい 12．5W／m2K を使用 （風 速が 小 ）
・コ ン ク リート壁の 厚さは 150mm、タイル 部分の 厚

さは　 10mm（薄 塗 り直 張 り工 法 ）と し、熱伝 導 率 は

い ずれ も 1．6W／mK を使用
・断 熱材 の厚 さ は 25mm、熱 伝 導 率 は 0．026W／mK
・室 温 は 28°C一定
・室 内側 総 合 熱 伝 達 率 は 常 用 値 の 9．IW／m2K を使用
・
温度は一

次 元非定常計算で 算出

2 ．実験結果と考察

　前報 の 105℃ で 乾燥 した 実験 と同様 に 、
300x

200 × 100mm の 大き さの タイ ル 張 り コ ン ク リー

ト試験体 3 体を用 い て、60℃、75℃ 、90℃ で 乾燥

した とき の 重量変化を測定す る と ともに 、タイ ル

の 浮 き の 発 生状況 を打診法に よっ て 調査 し た 、 な

お 、こ こ で 用 い た試験体 と前述の 吸水実験お よび

乾燥 実験 の ときに用 い た試験体は、同形で 同時に

作製 し た もの で あ る。

　図一4 に重量変化を示す。60℃ 、90℃ で 乾燥 した

実験 で 、実験開始 当初に 重 量 の 増減が見 られ る の

は、最初 の 実験計画が、乾燥前 の 重量 と 2．5 時間

だ け乾燥 させ た後の 重 量 を測定 し、乾燥 して い な

い 間は気 中に放置す る と い うも の で あ っ た た め で

あ る e こ れ だ と 105 ℃ で 乾燥 し た実験 と状況が 異

な り、適切 な比較が で きない の で 、一度、実験を

中止 し、そ の 後 は乾噪機 を連続運転 させ た常時乾

燥 の 下で 実験を再開 し た。

　重 量が 大 き く増加 し て い る 部分は 諸事情に よ り

乾燥機が使 用 で きな か っ た期間で あ る。

　図 中の ●印は タイ ル の 浮きが発生 した時点の測

定値 で あ る こ とを示 して い る 。 最初の 浮 き が発生

し た とき の 重量 変化 は 、
105 ℃ で の 乾燥が

一220g

に 対 し て 、60℃ 、75℃ 、90℃ で の 乾燥は各 々 − 386g 、
− 362g、− 371g と、− 360g か ら一390g の 比較的

狭 い 範囲に ある。ま た、比較 的低温度で の 乾燥で

も、含水 率が あ る 程 度 ま で 低 くな る と浮 き が生 じ

る こ とが 、こ の 結果 よ り確認 で き る。

図
一3　タイル 張 りコ ン ク リ

ー
ト外壁 の

　　　　 外気側表面温度
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　　　 図
一4　乾燥実験 の 結果 （重量 の 変 化 ）
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　図
一5 は 、設定 温 度 （乾燥 温度） ごとの

体積含水 率 の 変化 を示 した も の で あ る 。

乾燥機 へ の 取 り入れ 空気 （外 気）が 20℃ 、

70 ％の 場合 、 乾燥機 内の 空 気が 加熱 され

温度 が 90℃に上昇 し たな らば相対湿度 は

約 2．3％ とな る。乾燥が 長 時間続 く と試験

体 は こ の 相対湿 度で平 衡 し、そ の ときの

体積含水率は 、既報 3）の コ ン ク リー トの 平

衡 含 水 率 関 係 の 測 定 結 果 か ら 約

O．021m31m3 と推定 され る．最 も乾燥 が進

ん だ時点 の 体積含水 率 を こ の 値だ とす る

と、初期 の 試 験体重 量 、 タイ ル の 重 量 、

乾燥で 減少 した水 の 重量お よび コ ン ク リ

ー
トの 密度 （2163kg ！m3 ： 既報 3）の 測定

結果 ）か ら コ ン ク リ
ー

トの 体積が求ま り、

それ と重 量変化 （＝ 水の 重量変化）を用

い て含水率が算定で き る。
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　横軸の 口数は、図一4の 60℃ で 乾燥 （一 線）の

○印の 時点を 0 と して い る 。
こ の とき、体積含水

率 は O．044 　m31m3 で ある。こ れ に合わせ て 、75℃ 、

90℃ で 乾燥 した実験に つ い て も、含水率が 0．044

m31 皿
3 とな る時点を 0 に して グラ フ 化 した。

　図
一5 よ り、当然 の こ とでは あるが設定温度が 高

い ほ ど乾燥速度が速 く 、 タイ ル の 浮 き も早 く発生

し て い る 。 最初 の 浮きが発生 し た ときの 体積含水

率 は、60℃ で の 乾燥が O．0261m3 ／m3 、75℃ で の乾

燥が 0，0227m31m3、90℃ で の 乾燥が O．0248m31m3
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　 図
一5　乾燥実験 の 結果 （含水率 の 変化）

125

と、0．022〜0．027m31m3 の 比較的狭い 範囲内に あ

る 。

　 も し、含水率が あ る値以下 に な っ た ときに浮 き

の 発生が始 ま る とした な らば、そ の 含水率値が タ

イ ル の 浮 き防止 の た め の
一

つ の 指標 に なる と考え

られ る ， しか し 、 本実験 の 結果は コ ン ク リ
ー

ト試

験体全体 の 体積含水率で あ り、 タイ ル の 浮 き で 間

題 とな る の は タイ ル と コ ン ク リ
ー

トとの 界面 付近

の 含水率 と考え られ るた め、こ の こ とを明確にす

るには 、 解析 に よ っ て含水率分布 の 経時変化 等を

知 る必要 が ある。
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　なお、図一6は 各乾燥温度で の タイ ル の 浮 きの 発

生状況 で あ る が、105℃ で 乾燥 し た実験 結果 と同様

に、ど の 条件 と も先に端部 の タイ ル か ら浮 きが発

生 した。こ の 現象 も含水 率 の 分布 が影響 して い る

と推察され る。

3 ．ま とめ

　タ イ ル 張 りコ ン ク リ
ー ト試験体を用い た乾燥実

験を、設定温度 を変 えて 3 種類 （60℃ で 乾燥、75℃

で 乾燥、90℃ で 乾燥）行い 、比 較的低温 度に よ る

乾燥 で も、含水率 が あ る程 度 ま で 低 くな る とタイ

ル に浮きが生 じる こ とを確 認 した 。

　 こ の こ とよ り 、 含水 率が タイ ル の 浮 き発 生 の 評

価指標 とな り得 る可能性 が ある と言 え る。た だ し、

指標 となる含水率値や浮 き発生順序等 を明確 にす

る に は 、試験体内の含水率分布 な どに つ い て 、よ

り詳細な検討を進 め て い く必 要が ある と考える。
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図
一6　 タイ ル の 浮 き の 発生状 況
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